
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

小鳥

コート

ロマネスク

バロック

14

陥穽

26

煉獄

15
秘密

ネクロマンサー

料理

クスリ

うそ

そう、一度だけ、弟を外に連れ出したことがある。空を見たいと言っていたから。この森の中でなら、空だって花だっていろんな動物だっていろんなものを見れる。何も知らないのでは、あまりにも辛いだろうと。その手を引いて、「このことは二人だけの秘密だよ」と。あの時みたいに笑いあえる日は、もう来ないのだろうか。

凌牙は変わってしまった、私の知っている兄はそんな事をするような人じゃなかったのに。ぼんやりとした意識の中で、助けたいと思った。けれども私には何も出来ない。既に凶変した凌牙の言葉を否定する事も、止める事も出来ず、ただただ見ている事しか出来なかった。

目覚めて、料理をして、二人きりで食べた。それは毎日変わらなかったけれどそれだけで十分幸せだった。だからこれからも同じ事が繰り返されると思っていた、そう、あの日までは。

弟は病弱だった。だから私が代わりに色んな事をしてあげないと。離れた家に一人弟を置いていくのは本当は嫌だったけれど。その病気が治らない事を認めたくなくて、少しでも長く一緒に居たくて、その為だったら遠く離れた此処に来ることも決して苦じゃなかった。

ずっと嘘を吐きつづけていた。いつか絶対治るからと言って。それにずっと罪悪感すら感じていたけれど、それでも本当のことを言う勇気はなかった。そうしたら大好きな弟が泣いてしまう気がして。だから今日も嘘を吐いてしまった、必ず帰るよ、と。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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支援1or妨害1

対象が次に使う「アクション」のコストを-1（最低0）する。

対象の「ラピッド」「ダメージ」「ジャッジ」マニューバ１つの効果を打ち消す。

ターン終了まで貴方を対象とする全ての行動判定の出目-1（全体攻撃貴方への判定値のみ-1）。重複不可。

このスキルを習得した際、レベル3改造パーツを追加で一つ獲得する。

このスキルを習得した際、レベル3変異パーツを追加で一つ獲得する。

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを一つ、再使用可に。

最大行動値+1

最大行動値+2
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肉弾攻撃１

最大行動値+1

移動1

最大行動値+1

白兵攻撃2、この攻撃に対して「防御」はすべて無効。なお、攻撃が命中したなら対象を移動1してもよい。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

たからもの

支援1

支援2

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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